
おりおーて広島　LGBTQ+シニアサポート　

「おりおーて広島」は、シニア世代の性的マイノリティ当事者が「同年代で安心して語り合える場所がほしい」という声から生まれた取り組

みです。長年、自身のセクシュアリティを打ち明けることなく生きてきた人々は、家族や周囲に相談できず、老いや介護、相続など人生の大

きな課題をひとりで抱え込む孤立が生じやすい状況にあります。このため、私たちは「安心して話せる時間と仲間がいること」自体を支え合

いの形として大切にしています。交流会では、同じ経験を持つ仲間同士が語り合い、自己受容を深めることで、「自分らしく生きていい」と

実感できる場が少しずつ育ってきました。「自分で自分を支えるために参加している」という声もあり、参加者が主体的に生きる力を取り戻

すプロセスが生まれています。これまでに延べ81名、2025年には33名が参加し、世代特有の孤立を防ぎながら、地域における新たなつなが

りの形を提示しています。今後は、他の世代や支援者にもこの実践を共有し、「誰もが老いを迎えても孤立しない社会」へと広げていきたい

と考えています。



全世代型交流会　つながり座

つながり座（全世代型 LGBTQ＋交流会）「つながり座」は、セクシュアル・マイノリティの方々が世代を超えてつながり、悩みや生きづらさ

を共有できる全世代型の交流会です。参加者からは「自分の話を聞いてほしい」「ほかの人の話を聞くのも力になる」という声が多く、傾聴

を通じた共感と安心が生まれています。交流ではSOGIボードを使った自己紹介から始まり、関心のあるテーマを少人数で自由に語り合いま

す。セクシュアリティや日常の悩みなどを分かち合う中で、年長世代が若い世代に経験を伝えるなど、自然な相互支援が広がっています。

これまでに延べ132名が参加し、2025年だけで35名が交流しました。世代を超えた出会いと学びを通して、孤立感の軽減や自己肯定感の向

上、多様性への理解促進につながっています。


